[bookmark: _GoBack]（　会員維持増強　）委員会　2015-16年度活動報告
委 員 長：（　松岡　高史　　）
副委員長：（　柴田　伸久　　）
委　　員：（　松下　新平　　）
【年次目標】
１ 会員目標数　３５名　（現在２４名　142％増）	
２ トラディショナルクラブでのE-Clubへのmake-up紹介　各自目標設定
３ ２７３０地区や他地区への紹介　２０クラブ
４ ローターアクトクラブへの訪問　２３クラブ
５ RC退会を考えている方への勧誘
６ ロータリーについての研修会

【年次計画及び活動計画】
	タイトル
	会員増強維持委員会勉強会

	活動時期（期間）
	７月５週他　年間１２回

	予算
	０円

	備考
	委員会実施日：第２月曜日



	タイトル
	E-Clubへのmake-up紹介

	活動内容
	トラディショナルクラブへE-Clubへのmake-up方法を紹介し，クラブの宣伝とmake-upにおける資金獲得

	活動時期（期間）
	年間通し行う。

	予算
	20,000円



	タイトル
	ロータリーについての学習会

	活動内容
	ロータリーの定款・細則について学ぶ

	活動時期（期間）
	８月

	予算
	０円

	備考
	クラブ研修委員会と協力



【活動報告】
１ 会員目標数　　３５名　（年度当初２４名　142％増）
　６月13日現在　２２名
　年度当初より２名の減であり，目標が達成できなかった。
　	
２ トラディショナルクラブでのE-Clubへのmake-up紹介　各自目標設定
　阿久根クラブなど地区内の多くのクラブへＥクラブの紹介を行うことができた。目標を十分に達成できた。

３ ２７３０地区や他地区への紹介　２０クラブ
他地区で行われたEクラブのフォーラムへの参加，他地区からの例会への参加と概ね目標を達成できた。

４ ローターアクトクラブへの訪問　２３クラブ
　ローターアクトクラブと連絡を取ることは，多くできたが，数クラブしか訪問することができなかった。

５ RC退会を考えている方への勧誘
　　他クラブから情報がはいらなかったので，できなかった。

６ ロータリーについての研修会
　　　多くの会員が，クラブ内での研修や地区の研修会に参加することができた。概ね達成できた。

【次年度にむけて】
１ まずは，出席率の低い会員に例会への参加を促し，退会防止に努める。次にSNS等を使って，積極的にEクラブを周知し入会へつなげる。
　	
２ トラディショナルクラブでのE-Clubへのmake-up紹介は，知り合いのクラブに出向き，紹介を行う。

３ ２７３０地区や他地区への紹介　
他地区の地区大会など，行事を通して知り合いを作り，積極的にmake-upを呼びかける。

４ ローターアクトクラブと連絡を取り，Eクラブ入会へとつなげる。

５ RC退会を考えている方への勧誘ができるよう，他クラブから情報が入るよう地区facebook研究会等を使って，地区内の知り合いを増やす。

６ ロータリーについての研修会
　　　クラブ内で，委員会だけの活動ではなく，横のつながりを意識して，横断的に運営をしていく。
